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諸塚村議会だより （2）令和５年11月 第179号

第3回定例議会  令和５年度一般会計補正予算
補正額 :17 億 1200 万円

合計　61 億 8800 万円
♦一般会計の主な補正内容♦

「企　画」	 ・池の窪ツツジ園改修… ……………………………………………………………………… 270万円
	 ・商工業活性化支援事業……………………………………………………………………… 345万円
「産　業」	 ・釜の前茶工場施設整備事業…………………………………………………………………1380万円
「建設課」	 ・災害関連急傾斜地崩壊対策事業（万ケ原、家代地区）………………………………… 248万円
	 ・道路新設改良事業（生コン高騰による原材料費　単独）………………………………… 390万円
	 ・道路維持事業（柳原 ~吐の川線委託料）… ……………………………………………… 447万円
	 ・道路維持事業（村道補修工事請負費　単独）… …………………………………………2000万円
	 ・林業施設災害復旧事業（古原線委託料　単独）… ………………………………………1300万円
	 ・林業施設災害復旧事業（古原線工事請負費　単独）……………………………………… 400万円
	 ・林業施設災害復旧事業（小原井 ~財木線　補助）… ……………………………………5000万円
	 ・土木施設災害復旧事業（委託料12ケ所　単独）…………………………………………3800万円
	 ・土木施設災害復旧事業（工事請負費　単独）……………………………………………… 950万円
	 ・土木施設災害復旧事業（工事請負費　補助）………………………………………………… 15億円

特　別　会　計　補　正　予　算
補正前 補正額 補正後

国 民 健 康 保 険 3億1190万円 2950万円 3億4140万円
後 期 高 齢 者 医 療 3300万円 310万円 3610万円
介 護 保 険 事 業 2億6371万円 3991万円 3億  363万円
簡 易 水 道 事 業 3461万円 589万円 4051万円
公 共 下 水 道 事 業 5億2320万円 △8283万円 4億4037万円
診 療 所 事 業 3億9700万円 2800万円 4億2500万円
発   電   事   業 1373万円 △76万円 1296万円

特別会計の主な補正内容は、繰越金の確定によるものです。

♦その他の議案♦
「建設課」	 ・工事請負契約の締結について（２件）
	 　議会の議決に付すべき契約（予定価格5,000 万円以上の工事の請負）
	 ・猿渡奥畑線　　道路災害復旧工事　２億２０００万円　太伯建設
	 ・宮の元只石線　道路災害復旧工事　　　８７１２万円　興洋開発



諸塚村議会だより（3） 第179号 令和５年11月

令和５年度 第３回定例会
歳入額 42億3992万円  歳出額 39億7525万円

令和４年度  一般会計決算認定

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費
ゴミ収集場所

Garbage Bag
Garbage Bag

Garbage Bag

4541万円 7億1922万円 4億1974万円 1億6664万円 6億3054万円 8082万円

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金

3億4708万円 5503万円 2億8504万円 7億542万円 3億4232万円 1億7792万円

会計名 歳出決算額 歳出決算額
国 民 健 康 保 険 2億8337万円 後 期 高齢者医療 2862万円
介 護 保 険 事 業 2億5863万円 簡 易 水 道 事 業 2601万円
公 共 下水道事業 6424万円 診 療 所 事 業 3億6140万円
発 電 事 業 678万円 特 別 会 計 合 計 10億2905万円

新型コロナウィルス感染症は、令和４年度も依然として世界的に猛威を振るい、村としても様々な面で対応に苦慮している中、
更に追い打ちをかけるように台風14号が襲来して、本村に大きな被害をもたらした。またロシアによるウクライナ侵攻などによ
り、世界経済は現在も混乱が続いており、今後の様相は全く不透明である。
このことが起因となり、国内経済では、原油価格の上昇や食料品などの物価の高騰など、村民の生活にも大きな影響が続いて
いる。このような極めて厳しい中に執行された、令和４年度の一般会計の決算は、歳入４２億３,９９２万８千円、歳出３９億７,５２
５万４千円であり、前年と比較すると、歳入で４億５,０８９万７千円、１１.９％の増額、歳出で３億２,２４９万５千円、８.８％増
額の決算となっている。また、一般会計及び７つの特別会計を合わせた歳出決算額は、５０億４３１万１千円で、前年度決算額の
８.６%の増額となっている。
歳入で比率が最も大きいのは、地方交付税で、前年度比１６.６％増の２０億３３万７千円となっており、歳入全体の４７.２％を
占めている。歳出では災害復旧費が最も多く、７億５４２万６千円で、全体の１７.７％となっている。
このような中、台風14号災害が国の激甚災害に指定されたことは、今後の復旧において励みとなる。特定地域づくり事業協同
組合「もろつかわーく」が設立されたことも、今後の地域の人出不足の解消の一端に繋がると期待できる。また、３年ぶりの村民
文化祭でステージイベントが開催され、久しぶりに賑わいが復活した。
財政構造は、地方交付税の状況によって大きく影響される脆弱な財政基盤で、今後とも厳しい財政運営が続くであろうと思わ
れる。今後の財政運営については、現状を十分認識し、国県の動向を注視しつつ、住民福祉の向上に留意しながら、財政の健全化
に取り組んで頂くことを期待して、総括意見とする。

総括意見

個別意見
１．台風災害の早期復旧　　２．人口減少対策　　３．物価高騰における経済対策　　４，通信環境の整備促進

■特別会計
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①
村
内
各
小
・
中
学
校
の

再
編
構
想
に
つ
い
て

　

甲
斐
弘
昭
議
員

　Ⱗ
村
内
の
人
口
減
少
は
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
荒
谷

小
児
童
も
六
年
後
に
は
、
二
名

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
小
学
校
統

廃
合
も
含
め
、
村
内
各
小
・
中

学
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
と
し
て
、
将
来
的
に
ど

の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
小
・
中
一
貫
校

の
設
立
に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺

い
た
い
。

竹
内
教
育
長

　Ⱘ
荒
谷
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
令
和
三
年
度
に
学
校
の
あ

り
方
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

小
・
中
一
貫
校
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
統
廃
合
の
検
討
が
優
先

で
あ
る
が
、
場
所
の
問
題
等
も

含
め
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
閉
校
後
の
跡
地
の

活
用
等
に
つ
い
て
の
課
題
も
出

て
く
る
の
で
、
慎
重
に
協
議
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員

　Ⱗ
統
廃
合
を
含
め
た
学
校

再
編
に
つ
い
て
は
、
準
備
期
間

も
あ
る
の
で
、
地
域
住
民
の
意

見
・
要
望
を
取
り
入
れ
て
、
で

き
れ
ば
早
め
に
検
討
を
頂
き
た

い
。
ま
た
、
教
育
長
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
の
か
、
今
の
思
い
を
伺
い

た
い
。

竹
内
教
育
長

　Ⱘ
現
在
、
一
人
一
人
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
授
業
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
っ
た
授
業
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
う
ま
く
利
用
し
た
授
業

を
今
後
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員

七
ツ
山
小
学
校
で
も
い
ろ
い

ろ
と
議
論
が
あ
っ
た
が
、
子
供

達
を
少
し
で
も
多
い
人
数
の
中

で
、
切
磋
琢
磨
さ
せ
る
こ
と
が

一
番
で
は
な
い
か
。
地
域
の
エ

ゴ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
話
も
聞
い
た
。
準
備
期
間
も

あ
る
の
で
、
早
め
に
検
討
委
員

会
を
開
い
て
頂
き
た
い
。

①
産
業
振
興
補
助
金
が
平

等
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
椎
茸
、
畜
産
、
野
菜
、

花
卉
、
林
業
、
食
品
加
工
等
々

多
く
の
産
業
を
補
助
金
で
支
え

て
い
る
が
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
栽

培
に
は
、
冬
場
の
暖
房
用
重
油

代
の
補
助
金
は
な
い
と
聞
い
た
。

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
産
業
振
興
に
係
る
各
種

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
生
産
者

の
意
見
、
視
点
に
立
っ
た
補
助

事
業
を
創
設
し
て
、
一
律
の
基

準
で
交
付
し
て
い
る
。
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
以
外
に
も
ラ
ナ
ン
キ
ュ

ラ
ス
や
キ
ン
カ
ン
も
暖
房
を
使

用
し
て
い
る
が
、
現
在
暖
房
の

支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
農
業

振
興
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
一

律
の
基
準
を
設
け
て
交
付
し
て

お
り
、
今
後
と
も
効
果
が
上
が

る
よ
う
適
正
な
執
行
に
努
め
て

い
き
た
い
。

②
池
の
窪
で
開
催
さ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
の
今
後
の
開

催
予
定
に
つ
い
て

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
五
月
に
池
の
窪
で
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た

が
、
本
村
で
の
来
年
の
開
催
に

つ
い
て
問
わ
れ
、
あ
れ
だ
け
の

効
果
が
あ
り
、
都
市
部
と
の
繋

が
り
を
考
え
る
と
、
五
〇
〇
人

規
模
で
開
催
し
た
ら
と
の
提
案

が
あ
っ
た
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
う
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を

踏
ま
え
、
関
係
人
口
の
構
築
や

観
光
事
業
推
進
な
ど
の
効
果
を

見
極
め
、
村
民
や
関
係
機
関
の

意
見
を
参
考
に
総
合
的
に
判
断

す
る
。

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
経
費
等
考
え
れ
ば
、
三

年
に
一
度
と
か
の
開
催
を
行
う

よ
う
な
考
え
は
な
い
の
か
。
坂

本
龍
一
氏
と
の
関
係
は
大
事
に

し
て
い
く
べ
き
大
き
な
財
産
と

思
う
。
村
民
が
少
し
で
も
元
気

が
出
る
村
に
し
て
頂
き
た
い
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
ま
ず
、
あ
の
ス
テ
ー
ジ

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
と
い

う
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
。
坂
本
龍

一
氏
と
の
関
係
も
考
慮
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

甲斐 弘昭 議員

竹内 教育長

尾形 浩一 議員

一
般
質
問
今
回
４
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。
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①
台
風
後
の
産
業
振
興
対

策
に
つ
い
て

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
台
風
後
の
産
業
振
興
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
伺
う
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
令
和
三
年
四
月
に
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林

作
業
道
災
害
復
旧
補
助
事
業
を

創
設
し
、
九
六
％
の
補
助
率
で

復
旧
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
補
助
金
の
上
限
額
を

二
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
〇
万
円

ま
で
拡
充
し
た
。

②
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
現
在
の
村
外
の
固
定
資

産
税
納
税
者
の
割
合
は
、
ど
の

位
い
る
の
か
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
村
外
在
住
の
納
税
者
は

法
人
を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て

は
、
約
二
七
％
の
二
一
一
名
、

家
屋
に
つ
い
て
は
、
約
二
一
％

の
一
三
六
名
で
あ
る
。

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
今
後
、
損
害
納
税
者
の

割
合
が
増
え
れ
ば
収
税
業
務
の

負
担
が
増
え
、
村
外
の
土
地
買

取
り
業
者
が
、
好
条
件
を
付
け

て
き
た
ら
、
そ
の
土
地
を
売
却

を
す
る
の
で
は
と
危
惧
を
し
て

い
る
。
林
地
村
外
移
動
防
止
要

綱
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
今
の
時
代
に
合
わ
せ

た
条
例
の
制
定
も
必
要
で
は
な

い
か
伺
う
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
林
地
村
外
移
動
防
止
要

綱
を
一
つ
の
礎
と
し
て
、
し
っ

か
り
引
き
継
い
で
い
く
。
条
例

化
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

①
土
捨
て
場
の
確
保
に
つ
い
て

岩
本
議
員

　Ⱗ
昨
年
の
台
風
十
四
号
と

今
年
の
台
風
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
村
は
、
土
砂
を

運
び
出
す
た
め
の
十
分
な
捨
土

場
所
を
確
保
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
国
道
五
〇
三
号
及
び
災

害
に
係
る
河
川
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
に
よ
る
捨
土
の
撤
去
に
つ

い
て
は
、
ダ
ム
の
管
理
者
で
あ

る
九
電
が
行
う
が
、
本
村
に
は
、

一
か
所
に
大
量
の
土
砂
を
処
理

で
き
る
場
所
が
な
く
、
ダ
ム
管

理
者
も
苦
慮
し
て
い
る
。
飯
干

バ
イ
パ
ス
の
残
土
処
理
も
、
場

所
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。
候

補
地
の
検
討
は
行
っ
て
い
る
が
、

盛
土
規
制
法
に
よ
り
、
場
所
の

選
定
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
工
事
の
進
捗
に
支

障
の
出
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

岩
本
議
員

　Ⱗ
宮
の
元
ダ
ム
は
、
山
腹

崩
壊
や
河
川
の
氾
濫
で
冠
水
し

て
、
国
道
五
〇
三
号
が
通
行
止

め
に
な
り
、
宮
の
元
三
戸
に
は

濁
流
が
迫
り
、
災
害
の
恐
れ
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
ダ
ム
の
下
流

の
井
戸
・
大
白
尾
に
も
大
量
の

土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
災
害

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
村

民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

も
、
村
と
し
て
土
捨
て
場
の
確

保
は
急
務
で
あ
る
が
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
宮
の
元
ダ
ム
の
上
流
と

下
流
側
の
井
戸
・
大
白
尾
の
状

況
も
現
状
を
見
て
、
把
握
し
て

い
る
。
土
捨
て
場
の
確
保
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
何
か
所
か

候
補
地
も
あ
る
が
、
地
権
者
と

相
談
を
し
な
が
ら
、
対
策
に
遅

れ
が
出
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

岩
本
議
員

　Ⱗ
例
え
ば
、
治
山
ダ
ム
の

よ
う
な
、
長
期
に
わ
た
っ
て
捨

て
ら
れ
る
よ
う
な
、
大
規
模
な

土
捨
て
場
所
の
確
保
が
国
・
県

に
お
願
い
し
て
で
き
な
い
も

の
か
。

藤
﨑
村
長

　Ⱘ
熱
海
の
大
規
模
な
土
石

流
災
害
を
教
訓
に
盛
土
規
制
法

が
施
行
さ
れ
た
。
本
村
は
、
地

形
的
に
大
量
に
土
砂
を
捨
て
る

場
所
の
確
保
は
む
ず
か
し
い
。

村
内
の
情
報
を
も
ら
い
な
が
ら
、

分
散
し
て
で
も
捨
土
が
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
確
保
し
た
い
。

甲斐 秀樹 議員

岩本 國和 議員
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そ
こ
が
聞
き
た
い
!!

（
質
疑
）
黒
木
議
員

①
池
の
窪
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て

②
家
庭
菜
園
に
は
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
の
補
助
が
出
な
い

と
聞
い
た
が
。

（
答
弁
）
村
長

①	

次
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
を
し
て
い
る
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
詰
め
て
い
く
。

②	

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置

要
件
は
、
獣
害
の
予
防
で
あ

る
。
家
庭
菜
園
も
Ｏ
Ｋ
で

あ
る
。

（
質
疑
）
田
原
議
員

①	

池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内

外
の
改
修
の
詳
細
を
。

（
答
弁
）
企
画
課
長

①	

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
及
び
看

板
の
改
修
、
え
く
ぼ
亭
の
一

階
部
分
の
改
修
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
渓
流
の
里
の
男
女
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
シ
ャ
ワ
ー

施
設
の
更
新
、
キ
ャ
ン
プ
区

画
有
料
の
電
源
サ
イ
ト
を
三

箇
所
設
置
し
た
。

（
質
疑
）
田
原
議
員

①
え
く
ぼ
亭
の
ト
イ
レ
も
男
女

兼
用
に
な
っ
て
い
る
。

　

池
の
窪
は
、
本
村
の
数
少
な

い
観
光
地
で
あ
る
の
で
、
周

辺
を
含
め
、
い
ち
早
い
取
り

組
み
を
お
願
い
す
る
。

（
答
弁
）
村
長
　
　

①
池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、

非
常
に
魅
力
的
な
所
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
質
疑
）
田
原
議
員

②	

幼
稚
園
、
保
育
所
の
先
生
方

の
制
服
と
し
て
エ
プ
ロ
ン
の

配
布
は
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）
教
育
長

②
基
本
的
に
制
服
で
な
く
、
私

服
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
た

ち
で
購
入
し
て
い
く
の
が
原

則
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
答
弁
）
住
民
福
祉
課
長

②
互
助
会
の
方
で
、
何
年
か
に

一
遍
、
事
務
服
を
作
る
時
に

保
育
士
に
は
、
エ
プ
ロ
ン
何

枚
か
を
一
度
に
購
入
す
る
と

い
う
対
応
な
ら
で
き
る
と

思
う
。

田
原
議
員

②
診
療
所
で
は
、
毎
年
白
衣
が

支
給
さ
れ
て
い
る
。
格
差
の

な
い
取
り
組
み
を
お
願
い

す
る

（
質
疑
）
尾
形
議
員

①	

上
下
水
道
の
災
害
復
旧
と
今

後
の
災
害
に
対
す
る
予
防
的

な
措
置
は
。

②	
太
陽
光
発
電
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
は
、
寿
命
が
二
十
数
年
と

聞
い
て
い
る
。
備
え
が
あ
る

も
の
か
。

（
答
弁
）
建
設
課
長

①	

昨
年
、
今
年
と
上
水
道
は
、

台
風
で
水
源
地
に
土
砂
が
堆

積
し
断
水
し
た
。
今
後
は
、

か
ご
枠
と
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
で
土
砂
を
止
め
る
と
か
、

そ
の
よ
う
な
部
分
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
下
水
道
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
電
気
工

事
を
発
注
し
て
い
る
。
今
回
、

全
て
の
施
設
に
防
水
壁
を
設

け
る
。
ま
た
、
屋
上
の
高
い

部
分
に
電
気
系
統
を
移
設

す
る
。

（
答
弁
）
産
業
課
長

②	

今
の
と
こ
ろ
、
パ
ネ
ル
自
体

に
支
障
は
出
て
い
な
い
が
、

経
年
劣
化
等
出
て
く
る
と
思

わ
れ
る
の
で
。
今
年
度
か
ら

予
算
化
を
し
て
い
る
公
営
企

業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
適
切
な
改
修
時

期
等
を
見
極
め
て
、
予
算
も

確
保
し
て
い
き
た
い
。

（
質
疑
）
山
本
議
員

①	

生
コ
ン
舗
装
は
、
予
算
に
比

べ
決
算
が
少
な
い
。

　

生
コ
ン
舗
装
は
、
メ
ー
タ
ー

当
た
り
の
単
価
が
安
い
と
思

う
が
、
予
算
枠
が
あ
る
今
の

内
に
生
コ
ン
舗
装
の
舗
装
率

を
延
ば
せ
な
い
の
か
。

（
答
弁
）
建
設
課
長

①	

現
在
、
生
コ
ン
も
単
価
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
は
、

災
害
復
旧
等
で
需
要
が
多
く
、

業
者
も
す
ぐ
に
対
応
が
で
き

な
い
の
で
、
今
年
は
例
年
通

り
の
予
算
内
で
、
お
願
し

た
い
。

（
質
疑
）
甲
斐
弘
昭
議
員

①	

本
村
の
災
害
復
旧
対
策
は
、

関
わ
る
業
者
、
社
員
が
不
足

し
て
お
り
、
対
応
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
察
す
る
が
、

こ
の
よ
う
な
中
、
役
場
職
員

体
制
の
増
員
、
経
験
者
を
配

置
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
強

固
な
職
員
体
制
が
望
ま
れ

る
が
。

（
答
弁
）
村
長

①	

昨
年
、
一
名
増
員
し
た
。
ま

た
他
に
一
名
、
鹿
児
島
の
方

か
ら
林
道
災
害
復
旧
事
業
で

派
遣
を
頂
い
て
い
る
。
ま
ず

は
人
材
の
確
保
を
し
て
い
き

た
い
。

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
対
す
る
質
疑
応
答

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
対
す
る
質
疑
応
答（
総
括
質
疑
）

（
総
括
質
疑
）
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

七
月
三
十
一
日
に
令
和
四
年

台
風
十
四
号
に
よ
る
耕
地
災
害

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
あ
い
に
く
の

雨
の
中
で
現
地
に
行
け
な
か
っ

た
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
当
日
は
、

十
箇
所
の
調
査
を
実
施
し
た
。

〇
現
在
の
復
旧
状
況

災
害
箇
所 

３４　

復
旧
箇
所
２８　

	

復
旧
率
８２・３５
％

田　

     

２７　

復
旧
箇
所
２１　

	

復
旧
率
７７・７８
％

畑　

     

３　

復
旧
箇
所 

３　

	

復
旧
率
１
０
０
％

道
路　

  

４　

復
旧
箇
所 

４  
	

復
旧
率
１
０
０
％

未
復
旧
は
、
田
の
六
箇
所
で

早
期
の
復
旧
を
願
う
。
激
甚
災

害
に
該
当
し
な
か
っ
た
災
害
が

水
路
を
含
め
、
ま
だ
数
箇
所
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
災

害
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、
次

年
度
は
耕
作
で
き
る
よ
う
に
期

待
し
て
報
告
と
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会

今
回
は
、
八
月
二
日
に
コ
ロ

ナ
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
役

場
で
説
明
を
受
け
た
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
職
員
数
に
対
し
、
四
二

名
ま
で
は
利
用
可
能
と
の
説
明

で
あ
っ
た
。
入
所
希
望
待
機
者

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
課
題
解
決
に
向
け
て
い

ち
早
い
対
応
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
不
随
す
る
施
設
の
有

効
利
用
と
職
員
の
維
持
確
保
に

努
め
、
住
民
福
祉
向
上
の
一
部

を
担
う
介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
の
役
目
を
果
た

し
て
頂
く
こ
と
を
望
み
た
い
。

最
後
に
施
設
長
か
ら
『
今
の

状
態
が
良
い
の
で
維
持
し
て
い

こ
う
と
話
し
て
い
る
。』
と
の

言
葉
を
聞
き
、
懸
念
し
て
い
た

職
場
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
信
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
質
疑
）
岩
本
議
員

①	
世
界
森
林
認
証
祭
り
は
、
現

在
四
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
以
前
は
、
村
内
で
村
民

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
行
っ
て

い
た
。
都
市
と
住
民
と
の
交

流
を
図
る
上
で
も
、
今
後
は
、

村
の
イ
ベ
ン
ト
と
抱
き
合
わ

せ
て
で
き
な
い
も
の
か
。

②	

村
内
加
工
グ
ル
ー
プ
の
機
械

導
入
支
援
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

③	

飼
料
価
格
の
高
騰
、
子
牛
価

格
の
下
落
に
よ
り
、
和
牛
繁

殖
農
家
は
経
営
が
圧
迫
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
支
援
拡
充

の
考
え
は
。

（
答
弁
）
村
長

①	

関
係
人
口
の
視
点
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
来
年
度
以
降

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、

検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

（
答
弁
）
企
画
課
長

②	

グ
ル
ー
プ
の
優
先
さ
れ
る
機

器
等
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
具
体
的
な
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
産
業
課
長

③	

現
在
も
村
と
し
て
、
飼
料
価

格
高
騰
対
策
と
し
て
、
支
援

を
し
て
い
る
。
国
・
県
も
子

牛
平
均
価
格
を
下
回
っ
た
場

合
の
支
援
の
動
き
が
あ
る
が
、

本
村
と
し
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
質
疑
）
尾
形
議
員

①	

本
村
は
、
四
年
前
に
気
候
非

常
事
態
宣
言
を
出
し
て
い
る

が
、
も
う
少
し
売
り
に
し
て

は
良
い
の
で
は
。
対
外
的
な

発
信
も
充
実
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

（
答
弁
）
村
長

①	

本
村
は
、
林
業
立
村
を
村
是

と
し
て
、
山
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得
し
た
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度

を
高
め
る
な
ど
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告



議 会 活 動 報 告

国道５０３号整備促進総決起大会

長倉樹苗園視察

決算審査特別委員会

県町村議員大会

月 日 行　事　名 参加者 場　所

8

1 九州中央道期成会総会決起大会 全員 延岡市
2 総務常任委員所管事務調査 総務常任委員 役　場

18 臨時議会 全員 役　場
21 入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動 議長 宮崎市
22 県森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会・研修会 全員 宮崎市
23 国道503号整備促進期成同盟会総会・決起大会 全員 中央公民館
24 九州中央自動車道建設促進地方大会 全員 延岡市
29 民生委員・児童委員との意見交換会 全員 中央公民館

9

12 第３回定例議会開会（～２２日） 全員 役　場
13 決算審査特別委員会 全員 〃
14 　　　　　　 　　〃 全員 〃
15 　　　　　　 　　〃 全員 〃
21 決算審査特別委員会（まとめ） 全員 〃
22 第３回定例議会開会（最終日） 全員 〃
28 郡町村議会議員研修会 全員 日向市

10

4 長倉樹苗園視察 全員 宮崎市（田野町）
5 県畜産共進会 全員 小林市

11 広域連合議会運営委員会 総務常任委員長 日向市
12 県町村議員大会 全員 川南町
13 公民館長との意見交換会 全員 しいたけの館
16 北部広域行政事務議会 総務・産建常任委員長 延岡市
23 所管事務調査（要望活動） 全員 九州地方整備局
24 所管事務調査（～25） 全員 岡山県西粟倉村
26 監査委員ブロック別研修会 議選監査委員 椎葉村
27 宮崎県人会世界大会 議長 宮崎市
30 九州中央道建設促進沿線議会提言活動（～31） 議長 福岡県・東京都
31 森林・林業・林業活性化九州大会（～11・1） 全員 熊本市
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秋
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
世
界
陸
上
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
予
選
会
の
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
あ
り
、
八
月
後
半
か
ら
十
月
は
、
皆
さ
ん

も
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
最
近
、
思
う
の
で
す
が
、
日
本
人
選
手
の
活

躍
が
目
覚
ま
し
く
、
一
昔
前
に
比
べ
、
ど
の
競
技

種
目
も
底
上
げ
が
さ
れ
て
き
て
お
り
、
弱
い
種
目

が
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

選
手
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
競
技
連
盟
の

役
員
が
、
選
手
発
掘
、
強
化
に
力
を
入
れ
て
き
た

賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
競
技
で
も
、

ス
タ
ー
性
の
あ
る
若
い
人
達
が
た
く
さ
ん
出
て
き

て
お
り
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
将
来
は
、
し
ば
ら

く
は
安
泰
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
予
定
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
、
村
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
、
あ
い
に
く
の
天

候
に
よ
り
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
、
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ

ぞ
っ
て
選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
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議会を傍聴してみませんか。議会を傍聴してみませんか。
次回の定例会は、十二月十二日（火）開催予定
です。どなたでもお気軽に傍聴できます。お
待ちしています。心よりお待ちしています。

《お問い合わせ》 議会事務局 TEL 65-1130
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地
球
温
暖
化
か
ら
地
球
沸
騰
化
と
な

り
、
世
界
中
で
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ

て
い
る
。
村
内
に
お
い
て
も
昨
年
の
台

風
十
四
号
と
今
年
の
台
風
六
号
が
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
今
も
な
お
復

旧
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

か
つ
て
私
が
電
気
会
社
に
勤
め
て
い

た
頃
、
平
成
三
年
の
十
九
号
台
風
で
、

鉄
塔
が
倒
れ
、
島
原
半
島
へ
復
旧
作
業

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
現
場
に
到
着

し
、
そ
の
時
の
台
風
の
脅
威
に
唖
然
と

し
た
。
六
万
六
千
ボ
ル
ト
の
鉄
塔
が
倒

れ
、
話
を
聞
く
と
十
基
も
倒
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
鉄
塔
は
、
十
分
間
、

平
均
風
速
四
十
メ
ー
ト
ル
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
電
力
会
社
も
想
定
外
の
事
だ
っ
た

と
思
う
。
次
の
現
場
も
あ
り
、
私
達
は

二
日
間
程
の
作
業
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
日
の
作
業
を
終
え
、
帰
り
際
に

小
さ
な
子
供
が
私
達
に
向
か
っ
て
、
頭

を
下
げ
た
の
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
。

一
刻
も
早
く
現
場
か
ら
遠
去
り
た
か
っ

た
私
は
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
今
後
、
村
内
に
お
い
て
も
想

定
外
の
災
害
等
が
起
こ
り
得
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
住
民
の
皆
様
に
は
、

想
定
外
の
良
い
こ
と
が
訪
れ
ま
す
よ
う

に
。
… 随 

想

※訂正とお詫び
　前回8月号の議会構成表の中で、観光協会理事とし　
　 て、尾形浩一と掲載していましたが、正しくは中田　
　 政雄でした。訂正してお詫びします。


